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　令和２年度総会並びに特別講演を、６月13日(土)
に伏見稲荷大社(京都市)で開催した。今年度は新
型コロナウィルス感染症による非常事態宣言の発出
や外出自粛要請を受けて、当初の秩父神社での開
催を来年度に延期し、さらに５月末に予定していた
開催日をこの日に変更するなど、異例の状況の下、
理事を中心に20人を超える会員が出席、無事、総会
審議、特別講演を終えることができた。
　総会では、出席が叶わなかった薗田稔理事長に
代わり渡辺弘之副理事長が開催挨拶。正会員総数
207名のうち委任状を含む114名の出席を得て総会
の成立を確認した後、塩谷崇之理事を議長に選出
し、2019年度事業報告・収支決算、令和２年度事業
計画・収支予算、理事の退任、新任、重任について
審議承認した。さらに、新型コロナウイルス感染症流
行下における会合等の開催に対する社叢学会の方
針発出について、社叢インストラクター資格更新に
ついて等を報告した。
　今年度は今後の状況が定まらない中でも、下記の
方針のもと、できる限りの対策を講じた上で事業を推
進していくこととした。これらの事業執行のための予

算については、最大の事業である総会開催時の研
究発表、シンポジウム、見学会が中止となり、縮小均
衡となったが、了承を得た。
　また、井上満郎理事は設立当初より理事として尽力
いただいたが、予てより退任の意をもらされていたこ
とからこれを了承、同時に中部支部でご活躍の長谷
川泰洋氏を理事に選任した。また、櫻井治男理事を
中部担当副理事長とすることとした。今後、井上氏に
は顧問就任を依頼する予定。
　続いての特別講演では岡村穣理事が「「古代エジ
プト・ギリシャ・インド・北魏・隋・初唐のSacred Grove、
遣隋使の役割及び疫病流行への対応について」 と
題して、古代インドの樹霊信仰や社叢に関する記載
が満載の「洛陽伽藍記」 (北魏) を紹介。善行を行い
徳を積むという大乗仏教の福田思想が中国に伝播、
これが疫病などによる社会不安が渦巻いていた日本
に伝わり、行基の社会活動に結び付いたと述べた。
また、平城京には神社がなかったことを紹介、参拝の
場として京中に精舎が築かれ、山林は修行の場とさ
れたことから、鎮守の森始まりは奈良・手向山八幡宮
ではないか？　など、考察の一端を紹介した。 
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令和2年度年次総会を伏見稲荷大社で開催

新理事に長谷川泰洋氏が就任

　社叢学会が主催する定例研究会等の会合は、学会員の社叢に関する問題意識を高め、情報共有
する場としてきわめて大きな意義をもつものであると考えています。しかし、今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の流行状況等を勘案し、以下の条件のもと、最大限の対策を施した上で開催す
ることといたします。
　　1．　府県をまたがる移動については、十分に留意する
　　2．　室内での三密を避ける意味もあり、できるだけ野外での観察会を中心に立案する
　　3．　参加については要予約を徹底する

　なお、参加に際しては、マスクを着用し、手指のアルコール消毒にご協力ください。また、発
熱等、体調不良の場合は参加を見合わせてください。

社叢学会が主催する定例研究会等の会合開催について
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　Stay Home中ですか？　庭の草取りですよ。時節
柄、もう、びっくりするぐらい繁りに繁り。4月に
はまずスズランをドクダミやヨモギの群れから救
い出し。初夏のお楽しみのスズランだけど、今年
はどなたにも届けられず、ちょっと残念。
　で、雨降りにはマスク作り。お蔵入りの端切れを
引っ張り出してこつこつ、こつこつ。電化製品メーカー
がマスクを作る時代なんだから、フジオカにできない
わけがない！　って、意味不明。。。
　で、雨がやんで庭に出てみれば！！　いったいどこ
の草取りをしたん？　ってなもんで、やる気をそぐぐら
いの惨状。ヴェトナムではドクダミを食べるというのだけ
れど、う～～ん、ちょっと勇気が。。。実は、去年だった
か、カラスノエンドウにそそられて食べてみたのだけれ
ど、硬いわ！　野生やもん、致し方なし。ヤギさんを飼
おうかなと真剣に思う。。。　　　　　　　　　　 (藤岡　郁）

『社叢学研究』第19号への投稿：論文、研究ノート、短報、資料紹介や調査報告(各400字
詰原稿用紙40枚以内)と「鎮守の森の活動報告(祭、音楽会、調査、ワークショップなどの実
施報告、抱える問題点など)」「社叢訪問記」(各1,200字程度)を募集いたします。
締め切りは、論文等10月30日(金)　活動報告等12月23日(水)　いずれも必着。

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひご献本下さい。

頒価　3千円東日本大震災社叢復興支援事業報告書　8年間の全てを記録

何かと思うに任せない日々が続いておりますが、
会員の皆さま方におかれましてはいかがお過ご
しでしょうか？　静まり返ったゴールデンウィ
ークの京都は不気味にさえ思われました。非常
事態を何とか乗り越え、ようやく開催できた総
会は、例年とは様変わりの寂しさでしたが、そ
れでも直接に会員の皆さま方のお顔を拝見しな
がらお話しすることに大きな安心感を感じまし
た。画面越しの会話は、成立は致しますが、や
はり生身の実感を伴いながらの対話の力に改め
て気づかされました。

関　西：11月　春日山原始林観察会　3月　吉志部神社(吹田市)と周辺の里山林観察会
関　東：7月11日の関東定例研究会は延期となりました。開催日未定
中　部：10月25日(日)・26日(月)　尾鷲市の神社・社叢見学会
福岡県：未定

　※　今後の予定につきましては決まり次第、社叢学会HPに掲載いたします。　

令和２年度(2020年4月～2021年3月)の会費を頂
いた方には順次、会員証をお送りしています。
お手元に届いていない場合は、お手数ですが事
務局までお知らせください。

下記の通り、『社叢学研究』19号への投稿を募
集しています。研究者の業績評価にもつながり
ますので、ぜひご投稿ください。論文には至ら
ない準備段階の研究ノートや、短報、身近な活
動、社叢の訪問記(紀行文)もお待ちしています。
　学術論文としての体裁を整えるための書き方
や、引用文献、参考文献の扱い、記載の仕方に
ついては社叢学会のホームページに公開してい

定例研究会等の会合は、１面に記しました方針
の下で、細心の対策を講じながら開催して参り
たいと考えています。会員の皆さま方におかれ
ましても、体調不良の折にはご遠慮いただくな
どのご配慮を頂きたく存じます。今後の予定、
変更の情報などは社叢学会のホームページに掲
載いたします。ご参照ください。

ます(http://www.shasou.org/journal/format.
pdf)。お目通し下さい。

前号に、賛助会員神社の社叢紹介記事を掲載す
るとお知らせ致しましたが、紙面の都合上、来
号からの掲載に致します。ご了承ください。

定例研究会　今後の予定
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